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部落解放保育 ・ 教育の 諸活動に おける 当事者間の 相互理解に

関す る研 究 進路保障を め ぐる事例検討をとお して

井上寮羮 （関画福祉大学〉・笹倉千佳 弘 〈就実短期大学〉

1 ．研究圏的

　本研究では 、 部落解放保膏 ・教育の諸活勸にお

い て 、 教師の 「理解の 仕方」に細えて子 どもの 「理

解の 佳方」 も組み込んだ相亙理解が存窪する こ と

を明らかにする。

　 「戦後 日本の教 育聞題や教膏に閣する議論は、

社会階層と教育機会や教育達成の黐題を一
貫して

看過して きた」 （俳藤 29fi7　i　101）とい う指摘が

ある。 しかしながら部落解放教育で は、部落差嬲

の結果として飃難な状灘 こおかれて きた子 どもの

支援にかかわる議論が積み重ね られてきた。部落

解放保育にお い て も岡様である 。

　部落解放保育 ・教膏におい て 、 鵬難な状況にお

か れ て きた子 どもの支援にか か わる議論は積み重

ね られてきたが 、 管見の 限りでは、そ の議論にお

い て子どもに対す る支援の前鍵となる子 ども理解

その もの が対象化され る ことはなか っ た 。

　 「社会階層と教育機会や教育達成の 問題 」 が喫

緊の課題となっ て い る窺在、支援の 前提となる子

ども理解につ い て教育活動 の 現霙を通じて検詞す

る こ とは 、 顔難な状況にある子 どもの 支援 をめぐ

る実錢に寄与す るに違いない。

　2 ．研究の視点および方浤

（1 ） 調査内容

　調査協力者は、30数年にわた り高等学校教師と

して部離 轍 教育に取 り組んできた A 先生か ら紹

介の あ っ た教え子であるC さんを通じて紹介され

た男性で ある。 高校 2年生 と 3年生 の ときに A 先

生の クラス に 在籍 し て い た。闘き取 り調査 時

（2愈0？年 1湾親在）は 26 歳であっ た。

　聞き取 り調査は、A 先生の 人となりや、　A 先生

をめぐる高校時代の 思い 出などを切 りuaにして調

査協力者に 自由に語っ て もらっ た 。 調薊 幇こは録

音し、後に逐語録を作戒した。

〈2 ）　 分析方法

　多様な関係の 網の 目で あるとこ ろのf締 ・教育

活動の規実を、保育者 ・教師 ・子どもの 「い ま ・

ここ」 の生きられた経驗としてす くい あげる。な

ぜなち、保育考 ・教師 ・子どもは、自らの身体を

巾心 として麺び広渉り、 絶えず生成と瀁滅を繰り

返す 、 時間的 ・空聞的に開かれた fひ と ・もの e

こ と」 との関係の 網の 囲に生きてお り．生きられ

た経験は 、
「いま ・こ こ 」とい う位置からしかとら

える こ とができない か らである 。

　保育 ・教育活動の現実が上記の よ うな関係の網

の 煢で あるならば、 保育者 ・教師 ・子 どもが
一

方

的に他者を理解するとい うこ とはあ りえない 。 つ

ま り、鱆 を鼕解するとい うこ訟 は、同時に 、 他

者か らも理解されて い るとい うこ とである a した

が っ て飽者理解は、つ ねにす でに相互理解として

現象するととらえて い る。

　分析にさい して は 、 以下 の 2点に 留意した （笹

倉 ・井上　2CG9）。

　 （の 資料解 釈におい て 、
「岡辷》事楡 ）飜 に関

して も、 理解する人 の 立場や関心 に溶じて 、理解

の莚方が異なるg とい う 「解釈1 の 立場をとるた

め、「なにが」語 られたとい うこ とよりも、
ジどの

よ うに鏖語られたか を重撹する。

　（2）研究絃果の 開示 におい て 、 研究者の恣意控

を完金に排除する こ とは不可能で あるため 、 分祈

の妥当性を読み手が摯灣1する材料 として、講瓷者

と調査協力者の 隧係を示す手がか りを記述 した。

　3．偸理的配慮

　講査に際 し て は，調査協力者に対 して事前に

調査 の 趣 旨や聞き取 り資料の 取 り扱い 等に つ

い て観明をお こない 嗣意を得た 。 また発表に際
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し て は ， 倆人や団体等が特定されると闇題にな

る よ うな場合 ， 固有名調 はラン ダム にア ル フ ァ

ベ
ッ ト表記 とした。

4 ．結 果

　以下の事例は 、 夏休み中に実施された就職に関

す る 3者面談 （担任 ・生徒 ・
保護者）の様子に っ

い ての B さんの語 りである。

IBさんに対する印象」

l　C さんか
’
b　B さんは、 あま璽雄弁ではない i

lし
、 聞き敢 疹の 成果が期待で きるか どうかわか ｝

ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

i らない と聞か されて い た
， 訥 々 した 口調であっ i

ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iたが、A 先生につ い て思い の ほかた くさんの こ 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コ

1とを語 っ て くれたの で とて も驚かされた ，　　 i
l−＿．＿＿＿一＿一＿．t＿篤＿．＿＿曽＿一＿一＿一＿一＿一＿一＿曾冖＿＿＿＿＿＿．＿一＿一＿＿r−一＿，＿一＿1

檸 剛

もできる］ とい う欝葉か らは、A 先生が反対 した

理 由は 、 そ の よ うな楽な仕事は歳を とっ て か らで

も可能である とい うこと糺 っ ま り、B さんが 膿

な佳事」 で あるとい う理由で選んだの と全く瞬 じ

理由で反対した の である 。

　A 先鷹は 、 なぜ 、 多くの教師が用い るの とは異

なる、 楽な仕事であるとい う理崗で反対した の で

あろう瓜 楽な仕事で あるとい うの は、B さん 自

身がこ の罅 に対 して抱い て い たイメージで あり、

A 先生が ゴ ル フ場の趣 胸 とい う仕事に対 して抱

いたイ メ
ージではない 。

っ ま りA 先生は、B さん

の 理解の仕方を組み込ん で B さんを理解したか ら、

B さんと詞様の 理由を用い て反対することができ

たの で ある。

　も し仮に 、 教師が生徒の 立場に寄 り添 っ てい た

として も、教麟の 側の 理解の 仕方に よるもの だけ
「
甲…
鷹 蕩あ爾 灘 襲奔 溝 穂 す r珊 磯 解綿 ・な糠 て い た とすれ｝訟 灘 をめく

｛は 肺 鋤 レフ 場の 激 り、 黔 眺 E 市の ゴル 1るこ OX うな樽 蜘 勵 になるに違い fSV
．

｝響鱸難繃黙 縢艶甕1驚繋 籌
1L

豊盈 鉱墨 塗艶 生叟亘きi蟹壬≧L ＿＿」

　卒業後の就職洗 として
、 第 1希望と第 2希望が

共ill紜わレフ 場の 芝刈 り」とい うB さんを前にし

て、A 先生1嵐 その仕事は歳をとっ て か らで もで

きるか ら「あかん 」と応答 した。A 先生に限らず、

こ の ような場合、 生徒の 希墓に異を唱える教飜が

多いであろう。 しか し、その反対の理Ptは、第 1

希塑と第 2希望力洞 ¢ であることか ら登事に対 し

て安易な姿勢で臨んで い る 、 も しくは、新規学駮

卒業者の男性がゴル フ場の芝刈 りとい う鱇 を選

ぶ とい うこ とに働く意欲が感じられな い とい うよ

うなもの であろ う。 こ の よ うな反対の仕方は、教

師の理解の仕方だけで相手の生徒の 立場に寄 り添

っ た結果である。

　 しか しA 先生 は、B さん の決め方を鶏題に して

い るわけでもなく、 B さんが選んだゴル フ場の 芝

刈 りとい う仕事を否定したわけで もな い 。 A 先生

は B さんがその仕事に就くこ とを留保 させたの

である。 また 「そんなんおじい ちゃ んなっ てか ら

理解は つ ねにすでに相互理解として梦豫 するの で

あるか ら、A 先生の理解は 、 自分の 理解の佳方に

よるものだけではなか っ た とい えるで あろ う。

　以上 か ら、進路鱆 をめぐる教育活動におい て、

A 先生は、自分の理解の仕方に加えて B さん の 理

解の仕方も組み込んで、B さんを理解 したこ とが

明らかになっ た 。
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